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感動と，クラスの絆と，学年のパワーを響かせました！ 

～最後の校内合唱祭～ 
７月１５日（金），聖和学園サールナートホールで校内合唱祭が行われました。３年生にとっては中学校生活最後の合唱祭。

この日のためにどのクラスも，リーダーを中心に練習や話し合いを重ね，自分たちの合唱を創り上げてきました。７日（木）

の学年リハーサル後は各クラス一段と練習に気合が入り，細かい表現や表情まで話し合い，合唱に磨きをかけようと努力す

る姿が見られました。そして迎えた合唱祭当日。朝の学校での練習，昼休みのステージ練習で最後の仕上げをした後，２組，

３組，１組の順に演奏をしました。どのクラスの合唱も気迫のこもった，胸に迫ってくる歌声で，クラスの絆と団結を感じ

させる，３年生にふさわしい演奏でした。審査員の先生方からは「学校全体を通して完成度の高い合唱で，歌う意欲が満ち

あふれている。めいめいが自分たちのクラスに誇りを持って，堂々と演奏していた。女声は素直で柔らかい発声，男声は響

きのある厚みのある声と，声作りがしっかりしていて，音楽の授業にきちんと取り組んでいる様子が伝わってきた。３年生

は一人一人の思いがとても伝わってくる合唱で，指揮者，伴奏者，歌い手が一体となって音楽に集中していた。音を通した，

クラスの中の強い絆を感じた。どのクラスも自由曲にとても力が入っていたが，課題曲の『大地讃頌』も男声の発声などに

気をつければ，混声四部合唱としてさらに完成されたものになるだろう。」という講評をいただきました。生徒たちは今回の

合唱祭で会場中に感動を届け，後輩たちにも立派な手本を示すことができたと思います。今後も，一つ一つの行事に「最後

の」という言葉がつきます。最高学年にふさわしい取組をし，後輩をリードし，学年の絆を深めていってほしいと思います。

保護者の皆様には，校内合唱祭にあたってさまざまな御支援をいただき，また当日は多数御来場いただき，ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内合唱祭実行委員長Ｉ・Ｍ君 

の開会の言葉 

 

 

☆最優秀賞 ２組「信じる」 

☆指揮者賞 Ｏ・Ｒ（２組） 

☆伴奏者賞 Ｓ・Ｍ（３組） 

☆「絆が深められたで賞」かしわ・けやき学級 

開会の言葉 

校内合唱祭実行委員長 Ｉ・Ｍ 

毎日クラスの仲間と取り組んだ合唱練習。パートがまとまらなかったり，思うように歌えなかったり，クラ

ス内で対立が起きたり。今日までにそれぞれのクラスで，それぞれのドラマがありました。悩んだこと，喧嘩

したこと，時に涙を流したこともあったと思います。しかし，自分たちで意見を出し合い，本気で話し合い，

合唱を良くしていこうとするなかで，クラスの団結がより一層深まったのではないでしょうか。今日はいよい

よ本番。校内合唱祭です。学年リハーサルを経て，それぞれのクラスが課題の改善に努め，より良い合唱を目

指して頑張ってきました。１年生の皆さんは初めての合唱祭です。緊張すると思いますが，１年生らしい，は

つらつとした元気な歌声をホールいっぱいに響かせてください。２年生の皆さんはトップバッターです。昨年

の経験を生かし，中堅学年らしい合唱を頑張ってください。そして３年生の皆さん。中学校生活最後の合唱祭

です。今までの練習を信じ，先生方の言葉を信じ，何よりも自分達の絆を信じて，会場の皆さんに自分達の歌

と想いを届けましょう。自分達の力を，心を，歌に込め，先輩方を超える合唱をこの会場いっぱいに響かせま

しょう。会場を提供してくださった聖和学園高等学校の先生方，今まで御指導してくださった先生方，支えて

くださった保護者の皆様，本当にありがとうございます。今日の合唱祭が会場のすべての人の心にいつまでも

残る合唱祭になることを願って，開会の言葉とします。 

 

 

 

 

 



          

           ☆課題曲指揮 Ｋ・Ｋ ☆課題曲伴奏 Ｋ・Ｎ 
                       ☆自由曲指揮 Ｏ・Ｒ ☆自由曲伴奏 Ｓ・Ｋ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
          ☆課題曲指揮 Ｙ・Ａ ☆課題曲伴奏 Ｓ・Ｍ  
                      ☆自由曲指揮 Ｓ・Ｓ ☆自由曲伴奏 Ｓ・Ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２組 自由曲「信じる」 

 

☆２組学級紹介文 

私達，３年２組の自由曲は「信じる」です。「信じ

る」は，意味は単純だけれど，奥が深い曲です。こ

の曲は，テンポが変わりやすいので，練習でもとて

も苦労しました。また，課題曲では，音程が合わな

かったり，声量がなくてとても苦労しました。でも，

練習を重ね，苦労を乗り越え，クラスでの団結力を

深めてきました。今日は，自分たちのしてきた練習

を信じ，仲間を信じ，歌の力を信じて最高の合唱を

します。私たちの合唱を，どうぞお聴きください。 

 

 

 

 

 

  

信
じ
る 

作
詞 

谷
川 

俊
太
郎 

作
曲 

松
下 

耕 
 

 

笑
う
と
き
に
は
大
口
あ
け
て 

お
こ
る
と
き
に
は
本
気
で
お
こ
る 

自
分
に
う
そ
が
つ
け
な
い
私 

そ
ん
な
私
を
私
は
信
じ
る 

信
じ
る
こ
と
に
理
由
は
い
ら
な
い 

 

地
雷
を
ふ
ん
で 

 

足
を
な
く
し
た
子
ど
も
の
写
真 

目
を
そ
ら
さ
ず
に 

黙
っ
て
涙
を
流
し
た
あ
な
た 

そ
ん
な
あ
な
た
を
私
は
信
じ
る 

信
じ
る
こ
と
で
よ
み
が
え
る
い
の
ち 

 

葉
末
の
露
が
き
ら
め
く
朝
に 

何
を
み
つ
め
る
小
鹿
の
ひ
と
み 

す
べ
て
の
も
の
が
日
々
新
し
い 

そ
ん
な
世
界
を
私
は
信
じ
る 

信
じ
る
こ
と
は
生
き
る
み
な
も
と 

 
ｌ
ａ
ｌ
ａ
ｌ
ａ
・
・ 

 

私
は
信
じ
る 

  

３組 自由曲「虹」 

 

☆３組学級紹介文 

私達３年３組の自由曲は「虹」です。「虹」という

曲は，温かくもあり，切なくもあり，それでも空に

は虹があるという意味を持った曲です。練習では，

歌詞の意味を理解し，強弱を付けて歌うことが課題

になっていました。クラス内でのトラブルや困難を

乗り越えて，私達はここまで来ることができました。

今のクラスのみんなに出会えたことに感謝をし，支

えてくれた人，この会場で私達の合唱を聴いている

人の心に「虹」をかけられるような合唱をしたいと

思います。どうぞお聴きください。 

 

  

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
           

                      ☆課題曲指揮 Ｉ・Ｋ ☆課題曲伴奏 Ｓ・Ｒ 

                     ☆自由曲指揮 Ｙ・Ｔ ☆自由曲伴奏 Ｓ・Ｋ 
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１組 自由曲「証」 

 

☆１組学級紹介文 

私たち３年１組が歌う自由曲は「証」です。

「証」は，大切な友との別れ，悲しみがメロデ

ィーににじみ出ています。中学校生活最後の年

を大切な友と大切に過ごしていこうという気持

ちをもって歌いたいと思います。そして，３年

１組の絆の証を，今までの練習の努力の証を，

皆さんにお聴かせしたいと思います。 
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かしわ・けやき学級＋ボランティア有志 

 「ゆうこリンと愉快な仲間たち」 

 
  

閉会行事 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３年３組 

３年１組 

３年２組 

素晴らしい仲間と歌えた３年間の合唱。いつまでも胸に。 

かしわ・けやき学級のアト

ラクションでは「風の通り

道」のハンドベル演奏，キー

ボードとボランティア有志

の歌による「カントリーロー

ド」を披露しました。 

閉会行事ではどのクラスも，仲間と全力で歌い切ったすがすがしさにあふれていました。講評，

結果発表，表彰の後，最後にＫ・Ｋ君（２組）の指揮，Ｋ・Ｎん（２組）の伴奏で「仲間とともに」

を全員で合唱して，生徒たちにとって中学校最後の合唱祭は幕を閉じました。 


